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水道料金を改定します



な
ぜ
水
道
料
金
を

改
定
す
る
の
？

　

市
は
、
令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら
水
道

料
金
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
る
水
道
水
を
安

全
・
安
心
で
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
の

改
定
で
す
。
今
回
、
な
ぜ
料
金
の
改
定
が

必
要
に
な
る
の
か
、
い
く
ら
引
き
上
げ
に

な
る
の
か
な
ど
、
水
道
料
金
改
定
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
施
設
の
維

持
管
理
や
管
路
の
更
新
費
用
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
の
人
口
減
少

等
に
よ
る
水
道
料
金
収
入
の
減
少
や
、

施
設
お
よ
び
管
路
の
老
朽
化
に
伴
う
更

新
事
業
費
用
の
増
大
に
よ
り
、
上
水
道

事
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
い

状
況
で
す
。
加
え
て
、
災
害
に
強
く
持
続

可
能
な
水
道
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る

た
め
、
浄
水
施
設
の
分
散
化
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
令
和
6
年

6
月
27
日
か
ら
え
び
の
市
水
道
料
金
等

審
議
会
を
設
置
し
、
料
金
改
定
に
つ
い

て
審
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
10
月
3

日
に
同
審
議
会
か
ら
、「
給
水
人
口
の
減

少
に
伴
い
、
水
道
料
金
収
入
も
減
少
傾

向
に
あ
る
中
、
将
来
に
わ
た
り
水
道
事

業
を
健
全
に
経
営
す
る
た
め
に
は
、
水

道
料
金
の
改
定
が
必
要
で
あ
る
」
と
の

答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
は
、
答
申
の
内
容
を
踏
ま
え
、
平
均

30
・
09
％
値
上
げ
す
る
水
道
料
金
の
改
定

が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。
令

和
6
年
12
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
で
、

水
道
料
金
改
定
議
案
の
議
決
を
得
て
、

令
和
7
年
4
月
使
用
分
（
6
月
検
針
分
）

の
料
金
か
ら
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

現
在
、
市
内
に
現
存
す
る
管
路
は
昭
和
54
・

55
年
度
に
敷
設
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
法

定
耐
用
年
数
の
40
年
を
超
過
し
て
い
ま
す

（
管
路
全
体
の
72
・
61
％
を
占
め
て
い
ま
す
）

水
道
メ
ー
タ
ー
の
口
径
が
25
㎜
を
超
え
る

場
合
や
、
使
用
水
量
が
50
㎥
を
超
え
る
場

合
、
公
衆
浴
場
用
や
プ
ー
ル
用
な
ど
、
口
径

や
使
用
水
量
、
用
途
に
よ
っ
て
金
額
が
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
料
金
改
定
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
は
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
市
で
は
水
道
事
業
の
将
来

に
わ
た
る
健
全
な
運
営
に
取
り
組
み
、

安
全
で
安
心
な
水
道
水
の
安
定
供
給
に

努
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

水
道
料
金
改
定
の
詳
細
や
Q
＆
A
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

次
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

供給単価と給水原価

いくら上がるの？

いつから上がるの？

どのくらい負担が増えるの？

今回の料金改定で、現行の金額から平均30.09％の値

上げになります。水道料金は、基本料金と従量料金か

らなります。えびの市の料金は2カ月ごと（2カ月を1

期としています）に請求しています（例：2月・3月に使

用した水量を4月に検針し請求します。）。基本料金と

従量料金の改定内容は次のとおりです。

令和7年4月使用分から料金を改定します。えびの市

の水道料金は2カ月請求ですので、4月・5月の使用分

を、6月に検針し請求します。4月に請求する料金は、2

月・3月使用分になりますので、現行料金で請求します。

料金スケジュール

請求 請求

改定前料金改定前料金 改定後料金改定後料金

1カ月の水道料金

供
給
単
価

給
水
原
価

…
水
道
料
金
収
入
の

　
1
㎥
当
た
り
の
平
均
単
価

…
水
道
水
を
1
㎥
作
る
の
に

　
か
か
る
経
費

水
道
水
の
供
給
に
か
か
る
費
用
が
、
水
道

料
金
の
収
入
よ
り
大
き
い
状
態（
原
価
割
れ
）

が
続
い
て
い
ま
す
。

基本料金とは

基本料金は、水道メーターの口径の大きさごとに設定され

ている料金です。使用水量に関わらず発生します。

従量料金とは

従量料金は、使用水量に応じて支払う料金です。えびの市

の場合は、5㎥を超えた水量に応じて変動します（5㎥まで

は基本料金に含まれます）。

水道メーターの口径が13ｍｍ※1で、1カ月の使用水量が20㎥※2の場合。
※1 市内の9割以上が使用している口径　※2 1世帯当たりの一般的な使用水量

1,430円＋130円×（20㎥- 5㎥）＋338円＝3,718円 
※小数点以下が発生した場合は切り捨て

現行料金 2,860円 → 改定後料金 3,718円

お
問
い
合
わ
せ

市
水
道
課 

経
営
管
理
係 

☎
35

-

1
1
1
3
（
課
直
通
）

例

水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す

令
和
7
年
4
月
か
ら

水道料金は、 基本料金＋従量料金×（使用水量-5㎥）＋消費税 で計算しています。

1カ月当たり

858円の増加
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▲市ホームページ

2月 3月 4月 5月 6月 7月

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
集
め
ら
れ
た
水

道
料
金
は
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を

改定前料金 （2月・3月使用分）（2月・3月使用分） （4月・5月使用分）（4月・5月使用分）

改定後料金

料金改定：4月1日

橋に架かる水道管から漏水している様子

基本料金（税抜き）

口径 現行（円） 改定後（円）

φ13㎜ 1,100 1,430（＋330）

φ20㎜ 1,470 1,920（＋450）

φ25㎜ 1,840 2,400（＋560）

従量料金（税抜き）※1㎥当たり

水量区分 現行（円） 改定後（円）

6㎥～25㎥ 100 130（＋30）

26㎥～50㎥

用途

一般用
120 156（＋36）
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自
殺
既
遂
者
に
対
す
る
調
査
か
ら
、

う
つ
病
な
ど
の
気
分
障
害
が
、
特
に
重

要
な
自
殺
の
要
因
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
こ
こ

ろ
の
病
気
に
な
る
人
は
増
え
て
い
ま

す
。
こ
こ
ろ
の
病
気
は
誰
で
も
か
か
る

病
気
で
す
。
ま
ず
は
自
分
に
も
関
係
あ

る
問
題
と
し
て
、
こ
こ
ろ
の
病
気
を
理

解
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
、
気
持
ち
が
落

ち
込
ん
だ
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
す
る

こ
と
は
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
で
す
。
つ

ら
い
と
き
や
体
調
が
優
れ
な
い
と
き
に
、

眠
れ
な
か
っ
た
り
、
食
欲
が
な
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
症
状
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
こ
ろ
の
病
気
と
は
必
ず
し
も
い
え
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
特
に
理
由
も
な
い
の

に
気
持
ち
が
不
安
定
に
な
る
な
ど
、
心

の
不
調
が
長
く
続
く
場
合
に
は
、
専
門

機
関
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
早
め
に
適
切
な

治
療
や
社
会
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る

ほ
ど
、
回
復
し
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
病
気
も
、
身
体

の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
、
早
期
発
見
・
対

処
が
大
切
で
す
。
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話をじっくり聞き、その気持ちを肯定的に

受け止めると、その人は気持ちが落ち着

いて、本来の自分を取り戻すことができま

す。「傾聴」は、悩みを聞く上で常に心が

けたいことです。

話を聞いて、専門家を紹介し、万事解決と

いうことはありません。一見元気そうに見

えても、悩みは繰り返し訪れます。本人が

完全に乗り越えるまで、長期間見守る必要

があります。

傾聴

見守り

　

お
酒
と
こ
こ
ろ
の
病
気
に
は
密
接
な

関
係
が
あ
り
ま
す
。
過
度
な
飲
酒
は
思

考
の
幅
を
狭
め
、
衝
動
性
や
攻
撃
性
が

高
ま
る
た
め
、
自
殺
に
直
結
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
が
原
因
で
、
周

囲
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
孤
立
を
深
め

て
し
ま
う
と
、
自
殺
の
リ
ス
ク
は
さ
ら

に
増
大
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
を
観
戦
し
た
り
し
な
が
ら
、
楽

し
く
お
酒
を
飲
む
の
は
精
神
的
に
も
良

い
効
果
が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
一
方
、

「
つ
ら
い
」
、「
寂
し
い
」
、「
悲
し
い
」
と
い

っ
た
負
の
感
情
を
紛
ら
わ
す
た
め
に
、

お
酒
を
飲
む
の
は
危
険
な
飲
み
方
と
い

え
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
の
飲

　

皆
さ
ん
は
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、

「
命
の
門
番
」
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
れ

は
、
自
殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
に
「
気

づ
く
」
、「
声
を
か
け
る
」
、「
話
を
聞
く
」
、

必
要
な
「
支
援
に
つ
な
げ
る
」
、「
見
守
る
」

こ
と
の
で
き
る
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
自
分
で
は
症
状

に
気
づ
き
に
く
い
の
も
大
き
な
特
徴
で

す
。
皆
さ
ん
の
周
囲
に
、
以
前
と
比
べ
て

気
に
な
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
気
に
な

る
症
状
が
長
く
続
い
て
い
た
り
、
生
活

面
で
支
障
を
来
し
た
り
し
て
い
る
場
合

に
は
、
早
め
に
専
門
機
関
に
相
談
す
る

よ
う
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
は
特
別
な
資
格
で

は
な
く
、
誰
で
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
大
切
な
誰
か
の
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

酒
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
な
か
な
か
眠
れ
な
い
か
ら
寝

付
く
た
め
に
お
酒
を
飲
む
」
と
い
う
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初
は
、
眠
る

た
め
に
お
酒
を
飲
み
始
め
て
、
徐
々
に

飲
酒
量
が
増
え
て
い
き
、
そ
の
う
ち
、
仕

事
や
日
常
生
活
に
支
障
を
来
す
よ
う
に

な
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
自
殺

に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。「
寝
酒
」

に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
こ
ろ
と
身
体
の
こ
と
で
悩
ん
だ
と

き
は
、
早
め
に
医
療
機
関
や
相
談
機
関

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

小
林
保
健
所
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

問
題
で
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
、

友
人
な
ど
を
対
象
に
「
ア
ル
コ
ー
ル
家

族
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
病
気
の

正
し
い
知
識
や
対
応
方
法
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
悩
み
に

つ
い
て
仲
間
と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「いつもと様子が違うので心配だ」などと

声をかけてみましょう。声をかけることで

「あなたは決して一人ではない」というこ

とを理解してもらえます。

気づき
家族や仲間の変化に気づいて、声を

かける

抱え込んでいる問題や悩みを解決する方法

を知らずに、死を選んでしまうことほど残

念なことはありません。専門家の支援を受

けて、さまざまな支援の輪を広げていくこ

とが大切です。

つなぎ
早めに専門家などに相談するよう促す

本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける

寄り添いながら、じっくりと見守る

相
談
窓
口

電話相談

SNS相談

掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
に
も
相
談
窓
口
は

あ
り
ま
す
。
市
健
康
保
険
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

NPO法人 

自殺対策支援センター

ライフリンク「生きづらびっと」

［月曜～日曜］午前8時～午後10時30分

（最終受付：午後10時）

NPO法人 あなたのいばしょ
（24時間365日対応） https://talkme.jp/

チャット

https://yorisoi-chat.jp/

チャット

@yorisoi-chat

LINE ID

市健康保険課 市民健康係　☎35-1116（直通）お問い合わせ

小林保健所

☎23-3118
　　 ［月曜〜金曜］午前8時30分～午後5時15分受付

☎0570-064-556

こころの健康相談統一ダイヤル
（地方自治体の窓口）

宮崎いのちの電話

☎0570-783-556
　　 ［月・水・金］午後9時～午前4時

　　 ［火・木・土・日］午後6時～午前4時

受付

えびの市保健センター

☎35-2446
　　 ［月曜〜金曜］午前9時〜午後4時30分

宮崎自殺防止センター

☎0985-77-9090
　　 ［日・月・水・金］午後8時～午後11時受付

#いのちSOS

☎0120-061-338
　　 ［月曜～日曜］24時間対応受付

受付
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観
　
光

え
び
の
市
観
光
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に

4
人
が
就
任

　

1
月
11
日
と
2
月
8
日
、
市
役
所
で

「
え
び
の
市
観
光
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
委
嘱

式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は
、
え
び
の
市
の

文
化
・
歴
史
・
豊
か
な
自
然
環
境
な
ど

の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

観
光
情
報
を
広
く
国
内
外
に
紹
介
し
、

観
光
振
興
と
観
光
分
野
の
関
係
人
口
の

増
加
を
目
的
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　

1
月
11
日
、
飯
野
高
校
3
年
の
伊
藤

梨
亜
菜
さ
ん
と
白
石
和の

ど
か花

さ
ん
に
、
村

岡
隆
明
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
伊
藤
さ
ん
は「
風
景
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
え
び
の
の
良
さ
を
S
N
S

を
活
用
し
て
P
R
し
て
い
き
ま
す
」、

白
石
さ
ん
は「
ダ
ン
ス
を
ツ
ー
ル
に
、

え
び
の
に
興
味
を
持
つ
最
初
の
き
っ
か

け
を
作
り
た
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

2
月
8
日
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

濱
田
詩
朗
さ
ん
と
元
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
高
杉
せ
れ
な
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
、

濱
田
さ
ん
は「
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
絆

を
強
め
な
が
ら
情
報
発
信
し
て
い
き
ま

す
」、
高
杉
さ
ん
は「
こ
れ
ま
で
の
つ
な

が
り
を
生
か
し
て
え
び
の
の
魅
力
を
伝

え
て
い
き
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

委
嘱
さ
れ
た
4
人
は
、
今
後
、
市
の

魅
力
や
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

白石和花さんと伊藤梨亜菜さんと（右から）

高杉せれなさんと濱田詩朗さん（右から）

問
市
観
光
商
工
課 

観
光
係
　
☎
35
‐
1
1
1
4
（
直
通
）
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教
　
育

　

1
月
13
日
、
宮
崎
市
で
「
第
15
回
宮

崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
駅
伝
の
競

技
力
向
上
や
競
技
人
口
拡
大
と
と
も

に
、
市
町
村
間
の
交
流
を
通
し
て
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

駅
伝
は
、
ひ
な
た
陸
上
競
技
場
を
ス

タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
と
す
る

12
区
間
35
・
0
1
5
㎞
で
行
わ
れ
、
県

内
全
26
市
町
村
か
ら
26
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
ま
し
た
（
市
郡
の
部
は
9

チ
ー
ム
）。

　

え
び
の
市
は
、2
時
間
1
分
1
秒
で
、

第
15
回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗

駅
伝
競
走
大
会

問
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係
　
☎
35
‐
2
2
6
8
（
課
直
通
）えびの市選手団 結団式

市
郡
の
部
で
第
7
位
、
総
合
順
位
は
第

11
位
で
し
た
。

　

え
び
の
市
代
表
チ
ー
ム
の
選
考
は
、

昨
年
の
11
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
小

中
学
生
・
高
校
生
は
、
中
体
連
等
の
大

会
記
録
を
参
考
に
、
各
学
校
か
ら
候
補

者
を
推
薦
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
般

は
、
え
び
の
市
陸
上
競
技
協
会
に
選
考

を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
11
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
選
考
会
を
3
回
行

い
、
控
え
選
手
を
含
む
え
び
の
市
代
表

選
手
22
人
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

12
月
18
日
に
は
、
え
び
の
市
選
手
団

の
結
団
式
を
行
い
ま
し
た
。

号砲とともにスタートダッシュする選手

　

1
月
27
日
、
市
役
所
で
、
市
と
株
式

会
社
デ
ベ
ロ
ッ
プ
が
企
業
立
地
協
定

と
、
災
害
時
に
お
け
る
移
動
式
宿
泊
施

設
等
の
提
供
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
産
業
の
振
興

と
雇
用
機
会
の
拡
大
、
災
害
発
生
時
に

避
難
者
や
支
援
員
等
の
宿
泊
施
設
と
し

て
、
移
動
式
宿
泊
施
設
の
提
供
を
目
的

に
結
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
社
は
、
ホ
テ
ル
事
業
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
、
建
築
不
動
産
事
業
な
ど
、

全
国
規
模
で
幅
広
く
事
業
を
展
開

し
、
2
月
14
日
か
ら
、
向
江
地
区
に

「
H
O
T
E
L 

R
9 

T
h
e 

Y
a
r
d

え
び
の
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ま

た
、
平
時
は
ホ
テ
ル
と
し
て
運
営
す
る

客
室
を
、
有
事
に
は
移
動
式
仮
設
宿
泊

所
と
し
て
利
用
す
る
「
レ
ス
キ
ュ
ー
ホ

テ
ル
」
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
市
の
役
割
で
も
あ
る
宮
崎
県
沿
岸

部
へ
の
広
域
後
方
支
援
拠
点
の
一
部
と

し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
菅
原
淳あ

つ
し

取
締
役
副
社
長
は

「
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
で
の
利
用
を
中
心

に
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ホ
テ
ル

の
認
知
度
を
広
げ
、
市
民
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

産
　
業

問 株
式
会
社
デ
ベ
ロ
ッ
プ
と

企
業
立
地
協
定
と
災
害
協
定
を
締
結

市
企
業
立
地
課 

立
地
推
進
係
　
☎
35
‐
3
7
2
7（
課
直
通
）

村岡隆明市長と菅原淳取締役副社長（左から）

HOTEL R9 The Yard えびの

市
基
地
・
防
災
対
策
課  

基
地
・
防
災
対
策
係

☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

問
市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係
　
☎
35
‐
1
1
1
6
（
直
通
）

健
　
幸

「
元
気
で
健
幸
な
え
び
の
市
づ
く
り

計
画
」
～ 
身
体
活
動
・
運
動
編 

～

　

身
体
を
動
か
す
こ
と（
身
体
活
動
）

は
、
糖
尿
病
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
が

ん
、
う
つ
、
認
知
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
加
齢
に
伴

う
筋
力
の
低
下
予
防
や
適
正
体
重
の
維

持
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

身
体
活
動
に
は
、「
運
動
」の
他
に「
生

活
活
動（
家
事
や
労
働
、
通
勤
、
通
学

な
ど
）」も
含
ま
れ
ま
す
。
運
動
す
る
時

間
を
作
れ
な
い
人
は
、
日
常
生
活
の
中

で
小
ま
め
に
身
体
を
動
か
す
機
会
を
増

や
す
こ
と
が
、
身
体
活
動
量
を
増
や
す

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
座
っ
た
状
態
で
の
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
や
テ
レ
ビ
を
見
る「
座
り
っ
ぱ

な
し
」の
時
間
が
長
く
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
30
分
に
1

回
は
立
ち
上
が
り
、
座
位
時
間
が
長
く

な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

1
日
の
身
体
活
動
の
歩
数
目
安

は
、
高
齢
者
で
6
0
0
0
歩
、
成
人
で

8
0
0
0
歩
で
す
。
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
ま
ず
は
、
1
日
プ
ラ
ス
10
分

（
1
0
0
0
歩
相
当
）歩
く
こ
と
か
ら
始

め
、
座
り
す
ぎ
を
避
け
、
今
よ
り
少
し

で
も
多
く
身
体
を
動
か
す
こ
と
を
意
識

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
1
回
の
身
体
活
動
で「
20
分

以
上
継
続
し
な
け
れ
ば
効
果
が
な
い
」

や「
週
3
回
以
上
実
施
し
な
け
れ
ば
効

果
が
な
い
」な
ど
の
最
低
限
実
施
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
頻
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。
短
い
時
間
の
積
み
重
ね
で
も
健
康

増
進
効
果
は
得
ら
れ
ま
す
。
自
分
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
身
体
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。 1 日プラス 10 分歩くことから始めま

しょう

30 分に 1 回は立ち上がり、座りっぱ
なしには気を付けましょう



　
税

問

軽
自
動
車
の
廃
車
・
変
更
手
続
き
は
3
月
31
日
ま
で
に

市
税
務
課 

市
民
税
係
　
☎
35
‐
3
7
3
4
（
直
通
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
現
在
で
、
宮
崎
運
輸
支
局
に

登
録
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
や

１
２
６
㏄
以
上
の
バ
イ
ク
の
所
有

者
、
市
町
村
で
登
録
さ
れ
て
い
る

バ
イ
ク
（
１
２
５
㏄
以
下
）
や
小

型
特
殊
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

4
月
1
日
に
所
有
者（
使
用
者
）

で
あ
れ
ば
、
4
月
2
日
以
降
に
売

却
し
た
り
、廃
車
し
た
り
し
て
も
、

そ
の
年
度
分
は
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。
逆
に
4
月
2
日
以
降
に

軽
自
動
車
等
を
取
得
し
て
も
、
そ

の
年
度
は
納
税
義
務
者
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

所
有
者（
使
用
者
）で
あ
る
か
ど

う
か
は
、
4
月
1
日
現
在
の
運
輸

支
局
や
え
び
の
市
で
の
登
録
状
況

に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

【
軽
自
動
車
等
を
下
取
り
に
出
し

た
り
、
他
人
に
譲
渡
し
た
り
し
た

場
合
は
名
義
変
更
の
手
続
き
を
】

　

車
検
切
れ
で
乗
ら
な
く
な
っ
た

り
、
事
故
等
に
よ
り
使
用
不
能
に

な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
登
録
抹

消（
廃
車
）の
手
続
き
を
3
月
31
日

ま
で
に
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察

へ
の
届
け
出
と
は
別
に
市
税
務
課

に
も
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
登
録

が
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
、
実
際
に

使
用
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
軽
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

住
所
が
変
わ
っ
た
人
も
、
車
検

証
等
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
変

更
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
名
義
変
更
や
登
録
抹
消（
廃

車
）、
住
所
変
更
の
手
続
き
を
自

動
車
販
売
店
な
ど
の
第
三
者
に
依

頼
し
た
場
合
は
、
必
ず
手
続
き
が

完
了
し
た
か
ど
う
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

近
年
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
の
軽

自
動
車
売
買
取
引
等
で
、
依
頼

し
た
つ
も
り
で
も
、
依
頼
先（
代

行
先
）が
手
続
き
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
り
遅
れ
た
り
し
て
、
手
続

き
が
4
月
1
日
に
間
に
合
わ
ず
課

税
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

廃
車
手
続
き
が
完
了
し
て
い
る

か
、必
ず
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
農
耕
作
業
用
車
両
も
標
識
交
付

の
申
請
が
必
要
で
す
】

　

え
び
の
市
税
条
例
第
91
条（
原

動
機
付
自
転
車
及
び
小
型
特
殊

自
動
車
の
標
識
の
交
付
等
）に
よ

り
、「
新
た
に
原
動
機
付
自
転
車

又
は
小
型
特
殊
自
動
車
に
係
る
軽

自
動
車
等
の
所
有
者
等
と
な
っ
た

者
は
、
市
長
に
対
し
、
標
識
交
付

申
請
書
を
提
出
し
、
か
つ
、
車
体

に
取
り
付
け
る
べ
き
標
識
の
交
付

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
型
特
殊
自
動
車
の
中
に
、
農

耕
作
業
用
車
両
も
該
当
し
ま
す
。

農
耕
作
業
用
車
両
の
中
に
は
、
標

識
を
取
り
付
け
る
箇
所
の
な
い
車

両
も
あ
り
ま
す
が
、
え
び
の
市
税

条
例
の
規
定
に
よ
り
、
購
入
し
た

際
は
、
市
道
の
走
行
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
標
識
交
付
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

標
識
交
付
の
申
請
の
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
車
台
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
販
売
証
明
書
な
ど
）
を
登

録
時
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
譲

り
受
け
で
新
規
登
録
す
る
人
は
、

譲
り
渡
し
の
人
の
譲
渡
証
明
欄
の

記
入
が
必
要
で
す
。

◎軽自動車税に関する手続き場所

※軽自動車や二輪の小型自動車の手続きは、お近くの自動車整備工場や販売店などにご相談ください。

軽自動車の種類 手続き場所 必要なもの
原動機付自転車（125cc以下の
原付バイク）
特定小型原動機付自転車（電動
キックボードなど）
小型特殊自動車（農耕用トラク
ターなど）

市税務課市民税係
☎ 35-3734
飯野出張所 ☎ 33-1111
真幸出張所 ☎ 37-1111

ナンバープレート
※名義変更の場合は、前の所有者の
譲渡証明欄の記入が必要です。名義
変更だけの場合は、ナンバープレー
トはいりません。

軽自動車四輪乗用（軽乗用車等）
軽自動車四輪貨物（軽トラック・
軽バンなど）
軽自動車三輪

軽自動車検査協会宮崎事務所
宮崎市大字本郷北方2729-4
☎050-3816-1760

詳しくは、軽自動車検査協会宮崎事
務所にお問い合わせください。

二輪の小型自動車（250ccを超
えるもの）
軽自動車二輪（250cc以下）

宮崎運輸支局
宮崎市大字本郷北方2735-3
☎050-5540-2088

詳しくは、宮崎運輸支局にお問い合
わせください。
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市
で
は
、
令
和
6
年
度
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
対
し
、
1
世
帯
当
た
り
3
万

円
の
重
点
支
援
給
付
金
と
、
18
歳
以
下

の
世
帯
員
1
人
当
た
り
2
万
円
の
こ
ど

も
加
算
を
支
給
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
令

和
6
年
11
月
22
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
国
民
の
安
心
・
安
全
と
持
続
的
な
成

長
に
向
け
た
総
合
経
済
対
策
」
を
踏
ま

え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
等
の
価
格

高
騰
に
直
面
す
る
生
活
者
の
支
援
を
追

加
的
に
行
う
も
の
で
す
。

　

支
給
の
対
象
は
下
の
表
に
該
当
す
る

世
帯
の
世
帯
主
で
、
い
ず
れ
か
の
方
法

で
、
1
回
限
り
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

【
注
意
事
項
】
給
付
金
を
装
っ
た
う
そ

電
話
や
個
人
情
報
の
搾
取
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
市
役
所
や
国
な
ど
が
、
現
金

自
動
預
払
機
（
A
T
M
）
の
操
作
の
お

願
い
や
手
数
料
の
振
り
込
み
を
求
め
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

個
人
情
報
や
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
、
暗
証
番
号
を
電
話
で
聞
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
宅
や
職
場
に
不
審
な

電
話
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
え
び
の

警
察
署
（
☎
33
‐
0
1
1
0
）
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

住民税均等割非課税世帯

支給
対象
世帯

基準日（令和 6 年 12 月 13 日）時点で市内に居住し、世帯全員の令和 6 年度分（令和 5 年
中の所得）の住民税均等割が非課税、または免除されている世帯
※上記の条件を満たしていても、住民税が課税されている人の扶養親族等のみからなる世
帯は、支給の対象になりません。

給付
額

・1 世帯当たり 3 万円
・18 歳以下の世帯員 1 人当たり 2 万円のこども加算
※こども加算は、平成 18 年 4 月 2 日以降生まれのお子さんが対象です。基準日の翌日か
ら令和 7 年 5 月 30 日までに生まれたお子さんも加算対象となりますが、別に届け出が必
要になります。

支給
対象

（1）対象となる世帯のうち、令和5年度住民
税非課税世帯給付金（7万円給付金）、または
令和6年度物価高騰対応重点支援給付金（10
万円給付金）の支給を受けた世帯で、令和6
年12月13日時点で世帯や課税の状況に変更
がない世帯

対象者に「支給のお知らせ」を発送していま
す。手続きは必要ありません。7万円給付金、
または10万円給付金の支給口座に順次振り
込みます。
※①7万円給付金、または10万円給付金の支
給口座とは別の口座への振り込みを希望する
場合、②給付金の受取を辞退する場合は届け
出が必要です。市福祉課にご連絡ください。

（2）対象となる世帯のうち、次のいずれかに
該当する世帯

・令和6年1月1日においてえびの市に住民登
録があり、えびの市で7万円給付金、または
10万円給付金の支給を受けていない世帯

・7万円給付金、または10万円給付金の支給
後に世帯の状況に変更があった世帯（世帯主
の変更など、転入以外の変更があった場合）

対象者に「確認書」を発送します。必要事項
を記入の上、振込口座の通帳、またはキャッ
シュカード等の写しを添付の上、5月30日

（金）までに市福祉課に確認書を返送してく
ださい。内容を確認後、3週間ほどで給付金
を振り込みます。

（3）対象となる世帯のうち、令和6年1月2日
から令和6年12月13日までの間に、えびの市
に転入した人がいる世帯

申請が必要です。市福祉課および両出張所に
設置されている申請書に必要事項を記入し、
必要書類を添付の上、5月30日（金）までに
市福祉課に直接提出してください。内容を確
認後、3週間ほどで給付金を振り込みます。
※市ホームページからもダウンロードできま
す。

その
他

・ＤＶ等を理由に、住民票を移さず本市の居住地に避難していて一定の要件を満たす場合は、
本市で支給を受けられる場合があります。詳しくは、市福祉課にお問い合わせください。

・今回支給する給付金は、国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用して実
施する事業です。「税金の申告上、非課税所得となること」、「給付金の支給を受ける権利を譲
り渡し、担保に供し、または差し押さえることができないこと」が規定されています。

◎令和 6 年度物価高騰対応重点支援給付金の概要

福
　
祉

問
市
福
祉
課 

地
域
福
祉
係
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1
1
1
5
（
直
通
）
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年
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高
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対
応
重
点
支
援

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
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南九州最大級の買物市にぎわう

2

　京町温泉駅周辺で「京町二日市」が行われま
した。京町温泉駅から約 2km が歩行者天国と
なり、特産品の露店やキッチンカーなどが並び
ました。雨の中での開催でしたが、会場には、
2 日間で約 10 万人が訪れにぎわいました。
　加久藤中学校・飯野中学校の生徒による吹奏
楽の演奏やよさこい踊り、大道芸など、さまざ
まなパフォーマンスも行われ、来場者はイベン
トを楽しんでいました。

京町二日市

声援を受けて激走

2

　「第 79 回南九州駅伝競走大会」が行われま
した。真幸地区体育館前をスタートし、都城市
立美術館前をゴールとする 7 区間 61.3km で行
われ、46 チームが健脚を競いました。
　えびの市からは、「道の駅えびの」チームが
出場し、ふるさとを背負ってタスキをつなぎま
した。
　沿道からは、多くの市民の皆さんの熱い声援
が送られていました。

小中学生英語暗唱大会

英語の暗唱力・表現力を競う

2

1・2

　市国際交流センターで「令和 6 年度小中学
生英語暗唱大会」が行われました。これは、小・
中学生の英語力向上とともに、英語に親しむ機
会を提供し、国際理解と国際交流の推進を目的
に行っているものです。大会には、市内の小学
生 14 人、中学生 11 人が出場しました。

【小学生の部】最優秀賞：園田美帆さん（加久
藤小 6 年）【中学生の部】最優秀賞：平岡莉央
さん（飯野中 1 年）

えびの市観光大学

さまざまな視点で観光振興を学ぶ

1

27

　市役所で「第6回えびの市観光大学」が行わ
れました。これは、市民や関係事業者、行政機
関などが、観光振興について共に学び、共に新
たな行動指針を作り上げるために実施してい
るものです。
　今回は、岡山理科大学生物地球学部生物地
球学科の大橋唯太教授を招き、「AI による雲海
予測と観光への活用への取組」と題して、講演
などが行われました。

第79回南九州駅伝競走大会

新春地域・交通安全のつどい

安全・安心なえびの市を目指す
　市文化センターで「新春地域・交通安全のつ
どい」が行われました。つどいには、市内の
30 団体、約 110 人が参加し、長年地域の防犯
や交通安全に寄与した個人の表彰や感謝状の贈
呈などが行われました。また、えびの警察署長
から市内の事件・事故、特殊詐欺の現状につい
て報告がありました。
　つどいの最後には、一つでも犯罪と事故を減
らそうとがんばろう三唱が行われました。

新春彩る一斉放水

1

12

　湯田橋下流河川敷で「令和 7 年えびの市消
防出初式」が行われました。式には、消防団員
や消防署員など、約 250 人が参加しました。
　式では、規律正しい分列行進や通常点検、長
年にわたり消防活動に精励した消防団員の表彰
が行われました。
　放水演習として、全分団による一斉放水が行
われました。集まった見物客は、見事な一斉放
水に見入っていました。

えびの市消防出初式

1年間の活動を総括
　市文化センターで「第 10 回グローカル学習
成果発表会」が行われました。これは、飯野高
校生が 1 年間実践してきた地域貢献・地域探究・
地域支援活動の成果の発表やポスターの展示を
行ったものです。
　同会実行委員長の清水葵さんは「発表者全員
が、次世代の人たちと一緒につくり上げていく
これからの社会に、つなげていけるようなプレ
ゼンができて良かったです」と話していました。

第10回グローカル学習成果発表会

真幸まちづくり協議会
寺子屋ランチ

子どもたちが楽しい時間を過ごす

1

18

　真幸地区コミュニティセンターで「寺子屋ラ
ンチ」が行われました。これは、真幸まちづく
り協議会が、子どもの居場所づくりの一環とし
て、毎月 1 回ランチを提供しているものです。
　真幸地区の子どもやその保護者を対象に、ハ
ンバーグとシチュー 54 食が提供されました。
　訪れた子どもたちは、会話をしながらランチ
を楽しんだり、食後にスカットボールで遊んだ
りしていました。

1

1

24

8

2

1



ひ
ざ
の
痛
み・違
和
感
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変
形
性
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関
節
症
」？

　

ひ
ざ
関
節
は
、
体
重
を
支
え
る
役

割
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
大
き
な
負

担
が
か
か
り
ま
す
。生
活
習
慣
や
肥

満
な
ど
で
、
ひ
ざ
関
節
に
さ
ま
ざ
ま

な
力
が
何
十
年
も
繰
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し
か
か
る

と
、
関
節
内
の
軟
骨
な
ど
が
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し
ず
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傷
み
始
め
る
可
能
性
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あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
る
と
、

5
年
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や
10
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と
同
じ
動
作
を

行
っ
て
も
、
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前
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感
じ
な
か
っ
た

ひ
ざ
の
痛
み
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感
じ
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よ
う
に
な
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ま
す
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に
く
い
」、「
立
ち
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が
る
時
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痛
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段
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り

ひ
ざ
関
節
症
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治
療
は
、
疾
患
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発

症
リ
ス
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や
進
行
過
程
、
そ
の
対
策

に
つ
い
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、
自
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学
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す
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こ
と
と
、

ひ
ざ
周
囲
の
筋
力
訓
練
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行
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運
動

療
法
が
有
効
で
す
。

　

こ
の
疾
患
の
治
療
に
は
、
薬
物
療

法
も
あ
り
ま
す
が
、
医
師
任
せ
に
す

る
の
で
は
な
く
、
患
者
本
人
が
病
気

の
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
高
い
治
療

効
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ひ
ざ
関
節
に
痛
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違
和
感
を
覚

え
た
際
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ

り
ま
す
の
で
、
整
形
外
科
を
受
診
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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。

　

変
形
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症
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あ
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め
ら
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。

　

こ
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す
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送
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つ
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が
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ま
す
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ま
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は
、「
自
分
の
身
体
は
自
分

で
守
る
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と
か
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実
践
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家
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パ
ー
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。
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こ
れ
は
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多
様
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の
観
点
か

ら
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シ
ュ
ア
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プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
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ヘ
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／
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言
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性
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生
殖
に
関
す
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康
と
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さ
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ま
す
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す
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康
や
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命
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安
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え
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、
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ま
す
。

　

国
際
社
会
で
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ジ
ェ
ン
ダ
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平
等
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実
現
」
の
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と
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結
び
つ
き
な

が
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開
し
、
S
D
G
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目
標
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べ
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リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
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ヘ
ル
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は
、
性
や
子
ど
も
を
産
む
こ
と
に
関

わ
る
す
べ
て
に
お
い
て
、
身
体
的
・

精
神
的
・
社
会
的
に
本
人
の
意
思
が

尊
重
さ
れ
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良
好
な
状
態
で
あ
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
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れ
に
対

し
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リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
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ラ
イ
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性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利

認
知
症
の
人
を
地
域
で
見
守
る「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

緊張感を保った運転で交通事故防止

火入れによる火災が増えています

1月の交通事故
発生状況

人　身	 2件
物　件	 20件

本年累計	 2件
本年累計	 20件

1月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災	 3件
救　急	 123件

本年累計	 3件
本年累計	 123件

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な

る
令
和
7
年
を
迎
え
ま
し
た
。令
和

6
年
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月
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表
さ
れ
た
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歳
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上
の
認
知
症
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た
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軽
度
認
知
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害
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C
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7
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に
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塊
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歳
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齢
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な
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。
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、
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ま
す
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　 毎 年、「火 入 れ」から火 災 につ な がるケースが
増 えて い ま す。火 入 れ を 行う際 は、消 防 署 に 届
け 出、ま た は 電 話 連 絡 を お 願 いしま す。※ 消 防
署 は あくまで 届 け 出 で あり、許 可 で は ありま せ
んので、ご了承ください。
・作 業 時 は 目 を 離 さ ず、消 火 用 の 水、ま た は 消
火 器を近くに準 備してください。

・天 候 の 変 化 に留 意してください。
・開 始と終了の 時 間を消 防 署 に連 絡してください。
・火 災 気 象 通 報 が 発 表 さ れ た 際 は 火 入 れ の 制
限をお 願 い することがあります。

　 例 年、春 先 に か け て、多くの 初 心 者ドライバ ー
が 誕 生します。初 め は、緊 張しな がら運 転していま
す が、慣 れ てくると緊 張 感 を 欠 き、悲 惨 な 交 通 事
故を起こすケースが 少 なくなりません。
　 ベ テ ランド ラ イ バ ー も 含 め て、初 心 を 忘 れ ず、
緊 張 感 を 保った 運 転 を 心 が け、交 通 事 故 を 防 ぎま
しょう。

市立病院
C i t y  h o s p i t a l

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t
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会計年度任用職員を募集します
　市では、次の業務の会計年度任用職員を募集します。
　申し込みに係る市様式の履歴書は、市ホームページ、
または各担当課にあります。

市企画課勤務
■一般事務員

【募集人員】［政策係］1人［定住対策係］1人
【業務内容】①統計調査に関する業務

②移住定住に関する業務
【報酬】7,219円～ 7,718円（日額） ※通勤・期末勤勉手当

あり
【勤務時間】午前9時～午後4時15分（月曜～金曜 ※祝日・

年末年始を除く） ※時期によっては時間外勤務あり
【勤務場所】市企画課
【雇用期間】①4月1日～令和8年3月31日

②4月1日～令和7年7月31日
【担当係】政策係、定住対策係

■移住・定住相談員
【募集人員】2人
【業務内容】移住・定住に関する支援業務
【報酬】8,513円～ 8,874円（日額） ※通勤・期末勤勉手当

あり
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分のうち6時間15

分勤務（月曜～金曜 ※祝日・年末年始を除く） ※時期に
よっては時間外勤務あり

【勤務場所】市企画課（移住・定住支援センター）
【雇用期間】4月1日～令和8年3月31日
【担当係】定住対策係

■共通事項
【適任要件】パソコン（ワード・エクセル）ができる人
【保険等】健康保険・雇用保険あり
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込期限】3月14日（金）午後5時まで
【申込方法】市様式の履歴書を市企画課に直接、または郵

送（3月14日まで必着）で提出してください。
申・問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

申・問市企画課 定住対策係
☎35-3713（直通）

市農業委員会事務局勤務
■農地相談員

【募集人員】2人
【業務内容】農地、農業経営に係る相談対応、遊休農地解

消に係る調査・指導・農地中間管理事業推進等、その他必
要に応じて農業委員会業務の補助

【報酬】7,992円～ 8,398円（日額） ※通勤・期末勤勉手当
あり
■農地中間管理事業推進員

【募集人員】2人
【業務内容】農地中間管理事業推進および集積計画の作

成、パソコン入力等、その他必要に応じて農業委員会業
務の補助

【報酬】7,351円～ 7,819円（日額） ※通勤・期末勤勉手当
あり
■共通事項

【資格要件】普通自動車運転免許
【適任要件】パソコン（ワード・エクセル）ができる人、農

業従事経験のある人または農業関係の仕事経験のある人
【勤務時間】午前9時～午後4時（月曜～金曜 ※祝日・年末

年始を除く）
【勤務場所】市農業委員会事務局
【雇用期間】4月1日～令和8年3月31日
【保険等】健康保険・雇用保険あり
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込期限】3月14日（金）午後5時まで
【申込方法】市様式の履歴書を市農業委員会事務局に直

接、または郵送（3月14日まで必着）で提出してください。
申・問市農業委員会事務局 農地調整係
☎35-3726（課直通）

市健康保険課勤務
■一般事務員

【募集人員】2人
【業務内容】国民健康保険、後期高齢者医療に関する事務
（窓口・電話対応、資格確認に係る業務など）
【資格要件】普通自動車運転免許

【適任要件】パソコン（ワード・エクセル）ができる人
【報酬】8,645円～ 9,262円（日額） ※通勤・期末勤勉手当

あり
【勤務時間】午前8時30分～午後5時（月曜～金曜 ※祝日・

年末年始を除く） ※場合によっては時間外勤務あり
【勤務場所】市健康保険課
【雇用期間】・4月1日～令和7年10月31日（1人）
・4月1日～令和8年3月31日（1人）

【保険等】健康保険・雇用保険あり
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込期限】3月14日（金）午後5時まで
【申込方法】市様式の履歴書を市健康保険課に直接、また

は郵送（3月14日まで必着）で提出してください。
申・問市健康保険課 医療保険係
☎35-3742（直通）

市美化センタ―勤務
■一般事務員

【募集人員】2人
【業務内容】受付業務およびごみ分別指導
【適任要件】パソコン（ワード・エクセル）ができる人
【報酬】7,219円～ 7,718円（日額） ※通勤・期末勤勉手当

あり
【勤務時間】・午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜） 

※早番・遅番のシフト制で6時間15分勤務
・午前8時30分～午後0時30分（土曜）
・午前8時30分～午後5時15分（日曜・年末） 
※土・日勤務は交代制です。

【勤務場所】市美化センター
■作業員

【募集人員】1人
【業務内容】ごみ収集および機械整備、資源物搬出作業、

不法投棄の回収、監視パトロール、場内清掃（草刈機・モ
ア等を使用）

【報酬】8,227円～ 8,791円（日額） ※通勤・期末勤勉手当
あり

【勤務時間】・午前8時30分～午後5時（月曜～金曜） ※早
番・遅番のシフト制で7時間勤務

・午前8時30分～午後0時30分（土曜）
・午前8時30分～午後5時15分（日曜・年末）

※土・日勤務は交代制です。
【勤務場所】市美化センター

■運転手（市美化センター）
【募集人員】3人
【業務内容】ごみ収集および車両整備、資源物搬出作業、

不法投棄の回収、監視パトロール、場内清掃（草刈機・モ
ア等を使用）

【資格要件】中型以上の運転免許、小型車両系建設機械の
運転業務に係る特別教育受講修了証、フォークリフトの
運転業務に係る技能講習修了証

【報酬】9,324円～ 9,797円（日額） ※通勤・期末勤勉手当
あり

【勤務時間】・午前8時30分～午後5時（月曜～金曜） ※早
番・遅番のシフト制で7時間勤務

・午前8時30分～午後0時30分（土曜）
・午前8時30分～午後5時15分（日曜・年末）
※土・日勤務は交代制です。

【勤務場所】市美化センター
■運転手（市最終処分場）

【募集人員】1人
【業務内容】埋め立て作業および整備清掃（バックホー・

草刈機・モア等を使用）
【資格要件】中型以上の運転免許、車両系建設機械運転技

能講習修了証
【報酬】9,324円～ 9,797円（日額） ※通勤・期末勤勉手当

あり
【勤務時間】・午前9時～午後5時（月曜～金曜）  ※7時間

勤務
・午前8時30分～午後5時15分（年末）

【勤務場所】市最終処分場
■共通事項

【雇用期間】4月1日～令和8年3月31日
【保険等】健康保険・雇用保険あり
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込期限】3月7日（金）午後5時まで
【申込方法】市様式の履歴書を市美化センターに直接、ま

たは郵送（3月7日まで必着）で提出してください。
申・問市美化センター
☎33-5782
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障がい者を対象とした会計年度任
用職員を募集します

　市総務課では、障がい者を対象とした次の業務の会計
年度任用職員を募集します。
■一般事務員

【募集人員】1人
【業務内容】郵便物対応、データ入力、チェック作業、封

入作業、文書仕分け作業など
【資格要件】次のいずれかを満たす人

①身体障害者手帳（身体障害者福祉法第15条）の交付を
受けている人
②都道府県知事または政令指定都市市長が発行する療育
手帳の交付を受けている人
③精神障害者保健福祉手帳（精神保健及び精神障害者福
祉に関する法律第45条）の交付を受けている人
④児童相談所、知的障害者更生相談所、精神保健福祉セ
ンター、障害者職業センター、精神保健指定医により知
的障害があると判定された人

【適任要件】パソコン（ワード・エクセル）の基本的な操
作ができる人

【報酬】6,930円～ 7,410円（日額） ※通勤・期末勤勉手当
あり

【勤務時間】午前9時～午後4時（月曜～金曜 ※祝日・年末
年始を除く）

【雇用期間】4月1日～令和8年3月31日 ※更新する場合が
あります。

【保険等】健康保険・雇用保険あり
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込期限】3月14日（金） 午後5時まで
【申込方法】市様式の履歴書を市総務課に直接、または郵

送（3月14日まで必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は、市ホームページ、または市総務課
にあります。

【その他】報酬の額は、給与改定により変更となる場合が
あります。
申・問市総務課 人事係
☎35-3711（課直通）

市民後見人セミナーを開催します
　中核機関にしもろ地区権利擁護推進センターつなごで
は、「市民後見人セミナー」を開催します。
　市民後見人とは、弁護士や司法書士などの資格を持た
ない、親族以外の市民による成年後見人等のことで、判
断能力のない人の契約手続きや金銭管理等を代わりに行
います。分かりやすい内容で、どなたでも参加できます。
ぜひ、ご参加ください。
※市民後見人として登録されるセミナーではありません。

【開催日】3月12日（水）
【時間】午後1時30分～午後3時30分
【場所】小林市中央公民館 大集会室
【対象者】市民後見人養成講座修了者または市民後見業

務に関心のある人
【参加費】無料
【申込方法】中核機関にしもろ地区権利擁護推進センター

つなごに電話でお申し込みください。
【申込期限】3月3日（月）
申・問中核機関にしもろ地区権利擁護推進センター つな
ご
☎27-3358

堆肥の悪臭防止等にご協力くださ
い

　水稲や飼料、園芸作物の作付けのため、堆肥を散布す
る機会が増えますが、散布後の悪臭等の苦情が多く寄せ
られています。堆肥をほ場に持ち出し、天候等の都合に
より堆肥散布ができない場合は、必ずシート等で堆肥を
覆うか、散布後は直ちに耕運するようお願いします。
　また、堆肥運搬車両や散布機械等で公道を走行する場
合も堆肥等が落下しないよう注意をお願いします。
　万一、落とした場合は、ほうきなどで清掃をお願いし
ます。
　地域一体となり、住みよい地域にしていきましょう。
問市畜産農政課 畜産振興室
☎35-3744（課直通）

初心者向けハンドメイドレッスン（手
縫いのバッグ）に参加しませんか

　市では、生涯学習の一環として「初心者向けのハンド
メイドレッスン」を開催します。
　今回は、2種類の手縫いバッグから好きなタイプを選
んで製作します。丁寧に指導を行いますので、初めての人
でも安心してご参加ください。自分で使うのはもちろん、
新年度に向けて、お子さんやお孫さんに愛情のこもった
プレゼントをしてみませんか。

【開催日】3月15日（土）
【時間】午後1時～
【場所】市文化センター 団体室
【作品タイプ】

①ポケット付きの一重バッグ（作成目安：90分）
②リバーシブルバッグ（作成目安：180分）
※申し込み時にどちらを作成するか選択してください。

【定員】15人程度
【材料費】500円
【講師】佐藤 房枝氏
【申込方法】市社会教育課社会教育係に

電話、または申込フォーム（ https://logo
form.jp/form/kUtt/884235）からお申し
込みください。
※右のQRコードから申込フォームを確認できます。

【申込期限】3月5日（水） ※定員になり次第締め切ります。
申・問市社会教育課 社会教育係
☎35-2268（課直通）

令和7年は民生委員・児童委員の一
斉改選の年です

　民生委員・児童委員の任期は3年で、今年は、全国一斉
改選が行われます。地域全体の福祉を支える民生委員・
児童委員の活動にご理解とご協力をお願いします。
■民生委員・児童委員
　地域の身近な相談役として、日々さまざまな問題解決
に向けて、熱心に取り組んでいます。誰もが安心して生
活できる地域づくりのために、地域住民の立場に立って
地域の福祉を担うボランティアで、宮崎県では約2,600
人、えびの市では主任児童委員を含め57人が活動してい
ます。
■主任児童委員
　主任児童委員は、子どもや子育てに関する支援を専門
に担当する民生委員・児童委員です。担当区域を持たず、
区域担当の民生委員・児童委員と連携しながら、子育て
の支援や児童の健全育成活動などに取り組んでいます。
■活動内容

・一人暮らしの高齢者や子育て世帯などを見守り、担当
地域内で福祉の援助が必要な人を把握します。

・悩みや心配ごとを抱えている人に寄り添い、親身になっ
て相談に乗ります。援助が必要な人と、行政や専門機関
への「つなぎ役」を果たします。また、社会福祉に関する
情報提供を行い、生活上の課題解決のお手伝いをします。
問市福祉課 地域福祉係
☎35-1115（直通）

九州脊梁山地シカ広域一斉捕獲が
行われます

　宮崎・鹿児島・熊本・大分・福岡県の5県および各市町村合
同で、春期のシカ一斉捕獲を実施します。期間等は以下の
とおりです。期間中の入山等については十分ご注意くださ
い。市民の皆さんのご協力をお願いします。

【一斉捕獲期間】3月16日（日）～23日（日）
【一斉捕獲日】3月16日（日）、23日（日）
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

広報 広報令和7年2月号 令和7年2月号19 18



人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

15,832人 （前月比 -56人）
男性／7,515人（-27人） 　女性／8,317人（-29人）
転入／29人  転出／40人  出生／5人  死亡／50人

7,628世帯 （前月比 -28世帯）

雨 の中で の 開 催となった 京 町二日市。天 候 に反して、会
場 に は 多くの人 が 訪 れ 、雨 や 寒 さ を 吹 き 飛 ば すよう

なにぎわいでした 。例 年 同 様、食べ物 や 特産 品などが並 び、
2 月を実 感 するイベ ントでした 。二日市が 終 わ れ ば、あっと
いう間に春 になります。年 度も終わりに近 づきますので、取
材もラストス パートをかけていきたいと思います。（ 中川 ）（令和7年2月1日現在）

4月から農地の売買方法が変更にな
ります

　農地の売買等の権利移転手続きが、これまでは①農地
法第3条許可申請による売買、②農業経営基盤強化促進
法（基盤法）による売買、③農地中間管理機構を介した売
買の3通りでしたが、法改正により4月から、①農地法第
3条許可申請による売買、②農地中間管理機構を介した
売買の2通りに変更になります。
　この変更により、これまで認定農業者等が買受者とし
て手続きができていた基盤法による売買ができなくなり
ます。今後、譲渡所得の控除（ 800万円控除）や登記嘱託

（市が代わって登記を行う）などの特例を受けるために
は、原則として農地中間管理機構を介した売買による手
続きのみとなります。
　ただし、この手続きでは、4月以降、売り手側および買
い手側がそれぞれ売買代金の2.0％（下限2万円）、または
2.5％（下限2.5万円）の事務手数料を農地中間管理機構
に支払う必要が生じます。
　農地の貸借の場合は、4月以降もこれまで通り「農地法
第3条許可申請による手続き」、「農地中間管理機構を介
した手続き」の両方を利用できますが、農地の交換や贈
与といった売買以外の所有権移転の場合は、「農地法第3
条許可申請による手続き」のみとなります。
　詳しくは、市農業委員会事務局に問い合わせるか、市
ホームページをご覧ください。
問市農業委員会事務局 農地調整係
☎35-3726（課直通）

■ごみのおはなし

【プラスチック製容器包装（プラマーク）の正しい
出し方】

　商品の中身を消費した後に不要になるプラスチッ
ク製の容器や包装類が対象です。※識別マークを参
考にしてください。
■プラスチック製容器包装の出し方
①中身を完全に取り除く
②汚れていたら洗い流す
③乾いた状態で指定袋に入れる
④レジ袋などで二重袋にしない
⑤汚れが落ちない場合は燃やせるごみへ
■重要
プラマークが付いていても、プラスチック製容器包
装にならないものがあります。

・魚や果物などの入った大きな発泡スチロールの箱
・湿布のフィルム
は、燃やせるごみの袋に入れてください。
　詳しくは、『ごみの出し方辞典（2019 年 3 月改定
版）』7 ～ 8 ページをご覧ください。

問市美化センター　　　☎33-5782

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫
京 町 観 光 ホテルで 行 わ れ た 温
楽 授 業 。子どもたちにえび のの
温 泉 の 素 晴 らし さ を 知 って も
らおうと 京 町 温 泉 み な ほ 会 が
実 施しました 。真幸 小 学 校 2 年
の児 童たちが、温 泉に触れ 楽し
く学 びました 。

生涯学習講座
「パソコン講座」参加者募集
■パソコン・Word講座
　パソコンの入力方法、マウスの操作、ファイルの作成、
作表・作図、Wordを用いた文書作成（要望に応じて回覧
板、イベント情報、案内チラシなど）をレベルに応じて、
4回に分けて学習します。

【開催日】①3月4日、11日、18日、25日（毎回火曜）
②3月5日、12日、19日、26日（毎回水曜）
③3月6日（木）、14日（金）、21日（金）、28日（金）
■共通事項

【場所】市文化センター
【時間】午後1時～午後3時30分
【対象】市内在住者
【募集人員】各コース4人まで
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講師
（担当：新名）に電話、または申込フォー

ム（ https://logoform.jp/f/HHkku ）から
お申し込みください。
※右のQRコードから申込フォームが確認できます。

【申込期限】各コース定員に達するまで
【その他】
・①、②、③のいずれかご希望の日程をお知らせください。
・個人所有のパソコンの持ち込みも可能です。
■パソコン相談
　パソコンの使い方について、相談に応じます。パソコ
ン持ち込みでの相談も対応します。
※パソコンの故障・修理の対応はできません。
※相談には、事前の申し込みが必要です。

【対象】市内在住者で、パソコンの操作に困っている人
【時間】午前10時～午後3時

【場所】市文化センター
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講師（担当：新名）に

電話でお申し込みください。
申・問市社会教育課 パソコン講師（市文化センター内）
☎35-2268（火曜～金曜）

加久藤団地への外国人技能実習生
等の入居者を募集します

　市では、加久藤団地への外国人技能実習生等の入居者
を募集します。
　市営住宅の空き住戸を活用し、入居先に困っている市
内で勤務する外国人の人たちが、1部屋複数人で入居で
きるようになります。今回は、4月1日からの入居に向け
た申し込みを受け付けます。

【申込対象者】外国人技能実習生等を雇用する法人等
【対象団地】加久藤団地の6戸
【入居人数】1戸につき3人まで
【使用料】1カ月16,800円（令和6年度） ※使用料のほか、

自治会費、浄化槽維持費等が別途必要です。
【申込方法】規定の様式を市財産管理課住宅係に直接提

出してください。
※様式は市ホームページ、または市財産管理課にありま
す。

【申込期限】3月7日（金）午後5時
※入居申し込みには一定の要件があります。詳しくは、
市財産管理課住宅係にお問い合わせください。
※応募多数の場合は抽選になります。ご了承ください。
申・問市財産管理課 住宅係
☎35-1120（課直通）

固定資産税 第4期
国民健康保険税 第8期
後期高齢者医療保険料 第8期
介護保険料 第6期

2月28日（金）までに納めましょう。

プラマーク
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算数びっくり事典
ムズイ！！ハマる！！
こざきゆう 文
為田裕行 監修
( ポプラ社）

ぜんぶ味わう！国産レモン
まるごとレシピ
河井美歩 著

（NHK 出版）

えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール

【発行】 えびの市役所　【編集】 企画課情報係　宮崎県えびの市大字栗下1292番地　☎0984‒35‒1111　URL https://www.city.ebino.lg.jp/  
※ QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 
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運行場所（ルート） 運行日（3月） 時　間

岡元小学校→さくら苑 5日（水）、
18日（火） 13：15〜15：15

上江小中学校→真幸出張所→ Aコー
プかくとう店→加久藤地区体育館

6日（木）、
19日（水）

［6日］12：45〜
16：30、［19日］
13：30～16：30

市役所→飯野地区コミュニティセン
ター

7日（金）、
21日（金） 12：30〜15：15

真幸地区体育館 12日（水）、
26日（水） 15：25〜15：50

飯野出張所→ Aコープいいの店→自
衛隊官舎

14日（金）、
28日（金） 14：50〜16：30

■県立図書館巡回展「ふるさとの水辺発表
会」
令和6年度の水辺環境調査に参加した小・中学生や、地域
の子どもたちが作成した調査結果パネルを展示します。
子どもたちが一生懸命考え作成したパネルを、ぜひ、ご
覧ください。
●開催日＝3月4日（火）～ 3月18日（火）
●場所＝図書館

■文化の杜春まつり
図書館・歴史民俗資料館・文化センター合同で、「文化の杜 
春まつり」を開催します。人気企画「妖怪をさがせ！」や
ボードゲーム企画、特別上映会、ブックリサイクルなど、
楽しい企画を用意しています。当日は、キッチンカーやテ
ナント出店で、おいしい食べ物や雑貨などを販売してい
ます。皆さんのご来場をお待ちしています！
●開催日＝3月8日（土）
●場所＝文化の杜


